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ウェブ連句環境CREWの開発

井 上 智 雄† 根 本 啓 一††

重 野 寛†† 岡 田 謙 一††

ネットワーク社会に様々な人々が参加し一般化するにつれ多様な社会的構成要素が求められるよう
になり，各種エンタテイメントも不可欠となる．連句は複数人が協調して 1つの作品を創作する知
的文芸であると同時に娯楽でもある．コンピュータ・ネットワークを利用して行う連句は物理的に集
合する必要がなく，従来より容易に行うことができる面があると考えられるが，連句の未経験者が実
際に始めるにはそのルールを多少知る必要があり取り付きにくい面もある．ウェブ連句環境 CREW
（Collaborative Renku Environment on the Web）は，連句をウェブ上で実現するアプリケーショ
ンであり，複数のユーザがウェブブラウザから句を入力する．連句の未経験者でも容易に始めること
ができるように，句作成時に季節に関する基本的ルールについてユーザに複数種類の支援を提供する．
実験的利用を通して，CREWの提供する機能が有効であることが分かった．

Collaborative Renku Environment on the Web: CREW

Tomo’o Inoue,† Keiichi Nemoto,†† Hiroshi Shigeno††

and Ken-ichi Okada††

Network society requires various kinds of constituting elements including entertainment
services as it grows involving various people. Renku is an entertainment as well as a collab-
orative literary art with good affinity of computer network, thus could be a good example
of entertainment service. To do Renku, a participant should know the rules to make a piece
successfully in cooperation. CREW (Collaborative Renku Environment on the Web) is a Web
application system for doing Renku on the network with a focus on introductory functions to
novices. Users can participate in Renku sessions from Web browsers, and can learn basic rules
about the seasons through Renku making. Experimental use of CREW has revealed that the
proposed functions are helpful.

1. は じ め に

インターネットとウェブの発達により，コンピュー

タ・ネットワークの利用は広く一般の人々に開かれて

きた．コンピュータ・ネットワークによる人々のつなが

りはネットワーク社会の生成を促し，その拡大はとど

まるところを知らない．様々な人々が参加している現

在のネットワーク社会は実社会の一部分となっている．

実社会としてのネットワーク社会には様々な社会的構

成要素が求められる．オンラインショッピング，ネッ

トオークション，ネットバンキング，電子図書館，電

子政府などと同様ネットワーク社会には各種エンタテ
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イメントも不可欠である．

本研究ではネットワークエンタテイメントの 1つと

して連句を取り上げている．実際近年は俳句や短歌と

ともに，趣味としての人気が高まっている1)．これら

はコンピュータ・ネットワークの発達とも無縁ではな

く，ネット上には連句のサイトも存在する2),3)．連句

そのものではないが俳句や短歌は義務教育の国語教育

でも扱われており，幅広い層が詩歌に対する馴染みを

持っている．このため将来の超高齢化社会において，

年少と年長，年配者，高齢者の交流を補助促進する場

を提供する可能性も見込まれ，そのネットワーク上で

の実現を検討することには意義がある．

俳句や短歌と異なる連句の最大の特徴は，複数人が

協調して句を詠み連ねて 1つの作品を創作する点にあ

る．ある人の詠んだ句はそれ自体でも意味を持つが，

より重要なことはその前の句やさらに前の句との関係，

全体の中での位置である．このような詠み手単独では

作品が成立しないという性質のために，ネットワーク
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上での連句は，ネット俳句やネット短歌と比較して，

人と人とを結び付けるコンピュータ・ネットワークや

アプリケーションシステムの影響をより顕著に受ける

と考えられる．したがって，その実現においては「ネッ

ト化」すれば，時間や距離を越えて様々な人々が参加

することが可能となるという一般的な特徴以外の点に

ついても検討することが重要である．これは複数人に

よる協調作業をコンピュータとネットワークで支援し

たときに，その利用者の行動や認知，利用者グループ

や広くは社会に与える影響を検討することの重要性も

主張する CSCW研究に通じる．しかし，従来のネッ

ト連句は汎用掲示板などで行われており，この観点の

研究は見られない．

また，人の集まり方について考えると，1つの作品

を共同で創作するというコラボレーションのためのグ

ループだけでなく，多くの作品が集まる場所にはその

作品に集まる人々のコミュニティを考えることができ

る．しかし，コミュニティに対する何らかの支援や，

あるいはそのようなコミュニティをいかに形成するか

という課題に対して，従来のネット連句サイトでは特

に配慮がされておらず研究も見られない．

以上の点はネット連句とそのサイトについて述べた

ものだが，連句が高度に知的な協調作業であることか

ら，ネット連句を対象とした研究の結果の中にはより

一般的にネットワークコラボレーション，ネットワー

クエンタテイメント，ネットワークコミュニティにあ

てはまることもあると思われる．つまり，ネット連句

の研究を通してより一般的にネットワーク社会にお

ける人々の関わり方についての知見とその支援法を

探究することを視野に入れて，我々はウェブ連句環境

CREW（Collaborative Renku Environment on the

Web）を開発している．

しかし現実には連句の未経験者が新たに連句を始め

ようと思っても，その敷居はそれほど低くないようで

ある．まず，句を詠むためにはある程度のルールを知

る必要がある．連句の特徴である複数人の参加という

点から，その場（座という）に入り込んで学ぶことが

本来の姿であり，協調学習としての側面を連句は有す

るが，入門者の場合，まず最初に連句結社の戸を叩き，

連句の座に入り込むのに臆する人も多いと思われる．

また，1人で詠む俳句・短歌に比べ，協調的に 1つの

作品を作りあげていくという連句の作業は，奥行きの

深いものであると同時に最初は取り付きにくく感じら

れやすいと思われる．

CREWは，連句をウェブ上で実現するアプリケー

ションであり，ネットワークエンタテイメントの 1つ

を提供するといえる．複数のユーザはウェブブラウザ

から句を入力してゆくことができる．コンピュータ・

ネットワークの利用により物理的に集合する必要がな

いという点で，従来より連句を容易に行うことができ

るようになってはいるが，その環境での未経験者に対

する支援が十分ではないことから，CREWには連句

作成に必要なルールのうち，最も基本的な季語に関す

るルールについて，句作成を支援する機能を持たせた．

この支援機能は，季節変遷の提供，季節アドバイスの

提供，季語候補の提供，例句の提供からなる．本論文

ではこの点について述べる．

「人が何かを学習するときには，それは文化の中で

行われるが，そのとき文化の側は，人が初心者の段階

から自力で必要な作業を遂行し問題を解くことができ

るよう，道具やすぐ入手しうる知識を提供することに

よって援助を与える．人は初めのうちこの援助を受け

入れながら，やがてはそれを必要としない熟達者の段

階へと進む」と稲垣らは述べているが4)，連句も例外

ではない．CREWはウェブ連句環境においてこの援助

を与えるものである．CREWの提供するこの機能は

後述の実験的利用を通して有効であることが分かった．

本論文では以下，連句について簡単に説明し，ウェ

ブ連句環境CREWの特徴，詳細とその評価について

順に述べる．

2. 連句について

複数の人が 1つの作品をつくるという点を特徴とす

る連句の起源は万葉集以前に遡ることができる．平安

時代には連歌という名称が生まれ，南北朝時代から室

町時代にさかんになり准勅撰連歌集も編まれた．連歌

はその詠み連ねる長さやルールには変遷があるが，そ

の基本形式は連句と同じで五七五の長句と七七の短句

の連続であった．連歌が文芸としての地位を高めるに

つれ約束ごとの多い形式ばったものになる一方，滑稽

を意味する「俳諧」を旨とする「俳諧の連歌」が広く

受け入れられるようになった．これが「俳諧」と略し

て呼び習わされ，江戸時代に松尾芭蕉らによって大成

された．ここから川柳や俳句が派生した．特に俳句は

俳諧の最初の句（発句）だけを取り出したもので，正

岡子規を代表として明治時代に興隆し，一方俳諧は衰

退した．その後明治 37年に，高浜虚子が俳句と区別

する意味で俳諧を「連句」と呼んだのが連句という呼

称の始まりである．連句はその後昭和後半になり，海

外からの注目もあって復興している5)．

連句は，4～5人が集まり，五七五の長句と，七七の

短句を交互に異なる人が詠み連ねてゆく（これを句を
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付けるといい，その句を付け句と呼ぶ）形式を持ち，

現在は一般的に 36句をひとまとまりとする．このひ

とまとまりを「歌仙」と呼び，その中はさらに最初か

ら 6，12，12，6句をまとまりとして，それぞれ表六

句，初折の裏，名残の表，名残の裏と呼ばれる．連句

のルールは「式目」と呼ばれ，その最も基本的なもの

に句数（くかず）と去嫌（さりぎらい）がある．

句数とは「同じ季節や同じ分類の句を続けるべき句

数」を規定したものであり，去嫌とはその反対に「同

じ季節や同じ分類の句を隔てるべき句数」を規定した

ものである．たとえば春，秋の句の句数は蕉門の作例

では 3から 5句であり，また現代の作例からの標準で

は 3句であるというような目安がある6)．

3. 関 連 研 究

コンピュータ・ネットワークを利用して遠隔参加者

による連句が可能となった．従来の参加者が同一地点

に集合して行う連句では，入門者に対して他の参加者

がその場で必要な手助けをすることができるが，ネッ

ト連句ではそれが欠落している．しかし，連句の未経

験者が始めようとするときに何らかの支援をするとい

う研究は，筆者らの知る限りではこれまでにない．

ここで，未経験者とは言葉の理解すらできないと

いった連句を楽しむための前提知識がまったくない者

をいうのではなく，連句やその関連領域の俳句や和歌

といったものが存在すること，あるいはそれにはルー

ルがあることくらいはあらかじめ知っているが，連

句を実践した経験がなく，また実践するために必要な

ルールを明確には知らないという者を指すものとする．

CREWはこのような未経験者の利用を想定した支援

機能を特に持つ．

ネットワークを用いた連句の実践は 1章でも触れた

ようにこれまでに行われてきている．ネットワーク上

の連句コミュニティの活動は，ウェブ掲示板を利用し

て行われている例や，メーリングリストを利用してい

る例など様々である7)．このようなネットワークを利

用した連句活動は活発に行われているようである8),9)．

しかしこれらではいずれも特に従来の掲示板やメーリ

ングリスト以上に連句活動を技術的に支援する機能は

なく，ウェブサイトに連句の紹介やルールを記載した

り，付け句に順に番号を振る程度にとどまっている．

CREWは単なるウェブ掲示板ではなく，作句支援機

能を有する．

連句そのものではないが，複数人のコラボレーショ

ンの面白みに着目した試みとして，安斎らは複数人が

関連して作画してゆく「連画」を提案し，1992年よ

り数多くの実験を行っている10),11)．「連画」のための

ソフトウェアシステムが開発され，また個人の作品と

その集合体としての作品の関係，個人の作品間の関係

の仕方について考察している．筆者らは CREWの開

発を進めてから「連画」の存在を知ったが，彼らの試

みは連歌にヒントを得て始められたため，そのコラボ

レーションの仕方には連句との共通点が多くあると考

えられる．彼らのシステムは絵画の描画機能を基本と

しており，CREWの連句の作成支援とは異なる．

また，複数人の連作という点で関連した研究として

は，篠田らがウェブ上のリレー小説について扱ってい

る12),13)．彼らはリレー小説の創作過程における認知

過程の理解を目的として実験調査を試みており，特に

作成支援システムを開発しているわけではない．

複数人でのコラボレーションという連句の特徴とは

異なるが，同じく伝統的文芸である俳句や短歌を対象

とした研究も見られる．Miyasatoは短歌を一例とし

て，その具体的意味によらない関連色彩イメージへの

変換を提案している14)．研究ではないが，ウェブ上で

はナンセンスな俳句を自動的に生成する「亀の湯番台」

のようなページが存在する15)．また最近では携帯電話

から俳句を投稿する「ネット句会」も現れている16)．

4. ウェブ連句環境CREW

4.1 システム構成

まず本連句環境の概略を図 1に示す．ウェブ連句環

境 CREWは，クライアント＝サーバ型のウェブアプ

リケーションシステムであり，サーバ側は Servletを

用いてMicrosoft Windows2000上に実装し，ウェブ

サーバに Apache，サーブレットコンテナに Tomcat，

RDBMSに MySQLを使用している．クライアント

側からは，ユーザが一般のウェブブラウザを通して利

用することができる．

より詳細なシステム構成は図 2 のようである．

Servletによるロジック部は，ユーザアクセス管理ク

ラス，連句登録クラス，連句分析クラス，季節変遷提

供クラス，季節アドバイス提供クラス，季語提供クラ

図 1 システム構成概略
Fig. 1 System architecture overview.
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図 2 システム構成
Fig. 2 System architecture.

ス，例句提供クラス，掲示板クラスという 8つのクラ

スから構成している．また，データベース部は，季語

データベースと例句データベースより構成し，その他

に連句ルールを記述した式目ファイル，季語情報を含

む季語判定ファイル，ユーザが詠んだ句を記録する歌

仙ファイル，掲示板の内容を記録する掲示板ファイル

からなる．

まず連句作成の際の基本的なサービスを提供する，

ユーザアクセス管理クラス，連句分析クラス，連句登

録クラスについて説明する．その他の構成要素につい

ては個々の機能の部分で説明する．

4.1.1 ユーザアクセス管理クラス

ユーザアクセス管理クラスではクライアントサイ

ドからの Servlet Requestを Apacheを介して受け取

り，そのユーザがどの歌仙ファイルに対してアクセス

しているのかを把握する．そしてその情報をもとに歌

仙ファイルから適切な情報を取り出し，これを用いて

Servlet Responseを構築し，HTMLファイル形式に

整形してから再び Apacheを介してブラウザ側に送信

する．

ユーザアクセス管理クラスではユーザのアクセス情

報をセッション情報として記憶し，ユーザが一連の作

業を終えるまでその情報を保持しつづける．

4.1.2 連句登録クラス

連句登録クラスは，ユーザが作成した句を受信し，

それを連句分析クラスに渡して分析結果を得た後，得

られた結果を歌仙ファイルに登録するクラスである．

まずユーザアクセス管理クラスによって得られたセッ

ション情報をもとに，ユーザがどの歌仙に対して付け

句を書き込もうとしているかを把握し，クライアント

から送られてきた新しい付け句を POSTデータとし

て Apacheを介して受け取り，連句分析クラスに送信

する．分析が終わったデータを，歌仙中の通し番号で

ある句番号，句中の季語，季節，句本体，アドバイス

参照の有無（後述）をタブで区切って 1行とし，ユー

ザが書き込もうとしているテキスト形式の歌仙ファイ

ルへ登録する．その後，登録の済んだその歌仙ファイ

ルから読み出しを行い，HTMLファイル形式に整形

してから Apacheを介してクライアントに送信する．

4.1.3 連句分析クラス

連句分析クラスの役割は，句中の季語を特定し，そ

れにより季節を判定することである．これには季語判

定ファイルを用いている．季語判定ファイルは，およ

そ 16,700の季語について，季語とその季節を 1行と

して音数の短い順に記述したテキストファイルである．

季語の季節は一般的な四季ではなく，春夏秋冬それぞ
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図 3 連句分析クラスの処理
Fig. 3 Renku analysis class.

れについて，さらに「初春」，「仲春」，「晩春」，「三春」

のように 4つに分かれ，これに「新年」を加えた 17

種類である．本システムは季語データベースを持つが，

ここでの季語マッチングのためには処理速度面から季

語データベースと同一季語による季語判定ファイルを

使用している．

季語データベースの作成とそれによる俳句の季語の

自動判定の研究が吉岡により行われている17),18)．これ

によれば約 6,700語の季語データベースにより 89.1%，

約 2万語の季語データベースにより 93.8%の俳句の季

語自動判定が可能であったことを参考に，十分な季語

数を確保した．

連句分析クラスは連句登録クラスから受け取った句

に対して，季語判定ファイル内のある季語との文字列

マッチングを句の先頭から順に 1文字ずつずらして行

う．この文字列マッチングを季語判定ファイルの最後

尾にある長い季語から順に行い，句中にその季語と一

致する部分があった場合は，その季語と季節をファイ

ル中の 1行から読み取り，句の季節情報として連句登

録クラスに渡す．一致した季語がなかった場合は句の

季節を雑とする．

以上の連句分析クラスの処理の流れを図 3 に示す．

これは分析対象の句が「紫蘇の実を 　ぽつんと噛みて

　ほろ酔える」の例である．季語「紫蘇の実」を句中

で走査したときに一致する部分が出るので季語「紫蘇

の実」，季節「仲秋」を連句登録クラスに渡す．ファイ

ル中のより短い季語である「紫蘇」は使用されない．

4.2 基本的な連句作成

ユーザの連句作成の流れは図 2 左のクライアント

側に従う．ユーザはまず CREWのサイトにアクセス

し，ある歌仙（へのリンク）を選択する．すると，歌

図 4 歌仙の表示
Fig. 4 Display of Kasen (Series of Ku).

仙の内容（連句）が表示される（図 4）．ユーザは付

け句欄に句を入力し，送信ボタンを押すことにより，

その句をシステムに登録する．登録された句は登録順

に上から表示される．その際その句が何句目であるか

も，歌仙の呼称で左側 2列に表示される．このように

してウェブブラウザから複数人が句を入力してゆくこ

とで，基本的な連句作成をインターネット上で行うこ

とができる．システムによる書き込み順の制御は行わ

ず，自分の登録した直前の 1句を削除する機能を持つ．

複数人がほぼ同時に入力した場合は，後から登録した

ユーザが自主的にその句を削除することで競合を解消

している．

このような基本的な句の登録・表示機能のほかに，

CREWは作句を支援する複数の機能を持つ．これに

は，季節変遷提供，季節アドバイス提供，季語提供，
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図 5 季節の表示
Fig. 5 Display of season change.

例句提供というCREWの直接的支援と，掲示板提供

によるユーザ同士のコミュニケーション支援がある．

4.3 季節変遷の提供

ユーザは，図 5のように，登録された句とその季節

を同時に表示することができる．図 5 右の各句の季節

は上述の連句分析クラスによって分析され，連句登録

クラスによって登録された歌仙ファイル内に格納され

ている季節情報を読み出し，整形することにより表示

している．この季節情報は，句が入力された際にあら

かじめ歌仙ファイル内に記述されているが，ユーザが

要求しない限り表示されない．

4.4 季節アドバイスの提供

ユーザは図 6のように，次に詠む句の季節について

のアドバイスを見ることができる．また，季節アドバ

イスを利用した後で句を詠むと，その句が季節アドバ

イスに合っているかどうかを判定して，句の登録前に

メッセージを表示する（図 7）．また，他者の句につい

ても歌仙一覧右列に表示している．現在は季節アドバ

イスを見てそれに句が合っていた場合に◎，合ってい

なかった場合に×，季節アドバイスを利用しなかった

場合に△印を表示している（図 8）．この機能は季節

アドバイス提供クラスおよび式目ファイルによって実

現している．なお先にも述べたが，連句ではルールの

ことを式目と呼ぶため，ここでもそれに則っている．

連句には様々な式目が存在するが，CREWでは最

も基本的な季節に関する句数を式目ファイルとして記

述している．各句で持つ季節情報は 17季および雑で

あるが，この式目ファイルの記述は四季，新年および

雑の 6種類である．句数は絶対的なものではなく目安

であり時代の変遷とともに変化もしている．表 1に本

システムに関係する句数を示す．式目ファイルはこれ

図 6 季節アドバイスの表示
Fig. 6 Recommendation of next season.

(a)

(b)

図 7 季節アドバイス提供後の句に対する評価
Fig. 7 Messages shown to a user’s Ku after recommenda-

tion of season.

(a) When user’s Ku follows the recommendation.

(b) When user’s Ku ignores the recommendation.

を参考にし，また実際の連句作品を参考にして，春・

秋は 3，4句続けた後無季に，雑は 3，4句続けた後有

季に，夏・冬・新年は 2句続けた後無季に移るものと

している．

句を詠むときに考慮すべき季節の変遷を本システム

では最大 4句前まで考慮する．これで季節に関する式
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図 8 句の季節適合度表示
Fig. 8 Season conformity display of each Ku.

表 1 句数
Table 1 Kukazu.

目すべてをカバーできているわけではないが，原則的

な変遷を表現することができる．季節アドバイス提供

クラスでは 4句前までの季節を歌仙ファイルから保持

しておき，これらを式目ファイルにあてはめて季節の

アドバイスを行う．

実装上は式目ファイルには大きく分けて 2種類，全

部で 4 つあるが，その構造は同じでいずれもテキス

トファイルである．複数ファイルに分けているのは単

に場合分けの分かりやすさのためである．表 2 に式

目ファイルの構成を示す．1つ目は 2句前（打越）季

節，1句前（前句）季節，アドバイス，推薦季節，そ

の他正解季節の 5つをタブで区切り 1行としたファイ

ルで，打越からのすべての季節の変遷におけるアドバ

イスと推薦季節，その他正解季節を記述している．季

節によっては同じ季節は原則として 2句までしか続け

ないので，これだけでアドバイスなどが決定できる．

夏，冬，新年の場合がこれにあたる．春，秋そして雑

では 2句以上続けるのが通例である．これらが「春–

春」「秋–秋」のように 2句続いていた場合は最初の式

目ファイルにはアドバイス以下を記述せず，次に各季

節ごとに用意した別の式目ファイルを参照することと

している．これは春用，秋用，雑用と全部で 3つある．

その内容は 4句前季節，3句前季節，アドバイス，推

薦季節，その他正解季節の 5つをタブで区切り 1行と

表 2 式目ファイル
Table 2 Shikimoku (rule) file.

したファイルである．連句では次に詠む句の季節は複

数可能な場合もあるが，本システムでは推薦季節は 1

つだけ記述している．詠まれた句の季節がアドバイス

に適合しているかどうかの判定は，季語の季節が推薦

季節とその他正解季節のどれかにあてはまるかどうか

で行っている．

季節アドバイス提供クラスは，これらの式目ファイ

ルを用いることによって，句を詠むために考慮すべき

季節の変遷として 4句前までの季節の変遷に対応し，

場合に応じたアドバイスを式目ファイルから取り出し

て提供する．以上の処理の流れを図 9に示す．ここで

図中の番号に対応するアドバイスの種類は次の 5種類

の形式をとる．

( 1 ) 前句が季移り直後の○ですね．もう 1句○の句

を続けてみてはいかがでしょうか？

( 2 ) ○の句が 2句続いています．そろそろ無季の句

に移ってみてはいかがでしょうか？

( 3 ) ○の句が 2句続いています．もう 1，2句は○

の句を続けてもいいでしょう．

( 4 ) ○の句が 3句続いています．そろそろ△季の句

に移ってみてもかまいません．

( 5 ) ○の句が 4句続いています．そろそろ季移りし

てみてはいかがでしょうか？

ここでそれぞれの○には季節が，また△には有無が

入るが，ファイルにはあらかじめすべての場合をつく

してアドバイスを記述してある．たとえば打越が春の

句，前句が夏の句の場合は表 2 の式目ファイルに従い

「前句が季移り直後の夏ですね．もう 1句夏の句を続

けてみてはいかがでしょうか？」というアドバイスが

表示される．詠まれた句の季節適合判定は夏の季語が

含まれているかどうかで行われる．また作成可能な句

の季節は一意に決まるとは限らないので，アドバイス

には場合に応じて ( 4 )のように緩やかな示唆や，( 5 )

のように特定の季節を指定しない形式をとるものを入

れてあり，ユーザを過度に制限しないように配慮して

いる．
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図 9 季節アドバイス提供アルゴリズム
Fig. 9 Season advice algorithm.

4.5 季語候補の提供

ユーザは図 10 のように，次に詠む句の季語の候補

を見ることができる．この機能は季語提供クラスと季

語データベースによって実現している．

季語提供クラスは，季節アドバイス提供クラスから

推薦季節と前句の季節を受け取り，推薦季節の季語を

季語データベースから読み出して提供する．季語デー

タベースは，ID，季語，季語の音数，季語の季節を 1

レコードとする．収録季語は季語判定ファイルと同一

である．できるだけ適当な季語を提供するために，推

薦季節が前句と同じ四季に属する場合，異なる四季に

属する場合，無季の場合によって提供の仕方が多少異

なる．しかし現状では同じ季節の季語中での優先度や

重み付けなどの処理は行っていない．また，詠むこと

が可能な句の季節が複数ある場合も，季節アドバイス

提供クラスによる推薦季節は 1つであり，この季節に

基づいた季語を提供している．

推薦季節が前句と同じ四季に属する場合

この場合は，連句には 17の季節が存在しているこ

図 10 季語候補の表示
Fig. 10 Suggestion of season words.

とを考慮して季語を提供している．たとえば春には，

初春，仲春，晩春，三春があり，初春→仲春→晩春の

順に季節が過ぎていく．句を詠むときにこれを遡るこ

とは許されていない．三春はトランプのジョーカーの

ような存在で，その季節（この場合は春）であればど

こにでも付けることができる6)．そこで前句の季節と

推薦季節の四季が一致する場合は，初，仲，晩，三と

いったさらに細かい季節の移り変わりも考慮する．具

体的には，たとえば前句に初春が詠まれていれば，次

に詠む句の季語候補には初春の季語を抜かした仲春，

晩春，三春の季語を提供する．また前句で仲春が読ま

れていれば，初春・仲春の季語を抜かした晩春，三春

の季語を提供する．

推薦季節が前句と異なる四季に属する場合

この場合は，17季ではなく，四季および新年に基づ

いた季語を提供している．具体的には，夏であれば初

夏，仲夏，晩夏，三夏のすべての季語を提供する．

推薦季節が無季の場合

この場合は，季語は提供しない．

4.6 例句の提供

ユーザは図 11 のように，次に詠む句の例を見るこ

とができる．この機能は例句提供クラスと例句データ

ベースによって実現している．例句データベースは，

五・七・五の長句データベースと七・七の短句データ

ベースの 2 つのデータベースからなる．それぞれの

データベースは，季語，季語の季節，句を 1レコード
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図 11 例句の表示
Fig. 11 Display of Ku example.

図 12 例句提供クラスの処理
Fig. 12 Ku example selection class.

としている．例句には俳諧七部集を利用している19)．

例句提供クラスの処理は図 12のように行っている．

まず歌仙中の句番号から次に作成する句が長句か短句

かを判断し，問い合わせるデータベースを決定する．

そして季節アドバイス提供クラスから取得した推薦季

節と前句の季節に従ってリクエストを送り，該当する

句を取得する．ここで推薦された季節が前句と同じ四

季に属する場合は，季語提供クラスの場合と同様に，

初，仲，晩，三を考慮する．該当する句が複数ある場

合は，ランダムに 1句を選択する．ただしこのように

して提供される句は季節は適切であるが，他の句との

意味的なつながりは考慮されていない．

5. 評 価

ウェブ連句環境 CREWによって，ネットワーク上

での連句を容易に行うことができるかどうか，従来よ

く見られる電子掲示板を使用する場合との違いがある

かどうか，CREWの特徴である連句に馴染みのない

初心者に対する支援は有効かどうか，を調べるために

次の評価実験を行った．

図 13 電子掲示板による連句
Fig. 13 Renku by BBS.

5.1 実 験 方 法

連句の経験がない理工学部大学生・大学院生 8名が

CREWを利用して連句を行い，利用後にアンケート

調査を行った．また対照用に別の理工学部大学生・大

学院生 7名が通常のウェブ掲示板を利用して連句を行

い，利用後にアンケート調査を行った．被験者は，連

句は名前を聞いたことがある程度でルールは知らず，

実験前には特に興味も持っていなかった．俳句，短歌，

川柳などの関連する文芸についても経験はなかったが

ルールは知っており，興味は連句よりやや持っていた．

対照用ウェブ掲示板の概観を図 13 に示す．これらは

イントラネット上で公開し 2 日間で自由に利用する

ものとし，特に歌仙の完了は求めなかった．期間中は

利用を促進するために著者のうち 1名も参加したが，

連句については他の被験者同様の初心者である．実験

終了後この者のデータは削除し，評価には使用してい

ない．

初めに操作方法と連句の式目について口頭で簡単に

説明した．式目については，長句と短句を複数の人で

交互に詠むこと，付け句は前句と関連させるが，打越

とは関連させないこと，季語を用いて春夏秋冬と季節

を変化させてゆくことは説明したが，17 季と句数に

ついては連句の経験のない被験者には複雑に思われ，

混乱を招くことを避けるため説明しなかった．
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表 3 質問項目とその結果（1：まったくそう思わない，2：そう思わない，3：どちらともいえ
ない，4：そう思う，5：まったくそう思う）

Table 3 Questionnaire and its result. (1: Strongly disagree, 2: Disagree, 3: Neu-

tral, 4: Agree, 5: Strongly agree).

( ** p < 0.01, * p < 0.05, † p < 0.1)

5.2 アンケート調査

アンケートの質問項目と結果を表 3に示す．質問項

目は評価目的を反映させるようにした．連句を容易に

行うことができるかについて，まずシステムの基本的

な使いやすさを調べるためにインタフェースに関する

質問を設定した．連句の性質であるコラボレーション

性とエンタテイメント性も連句を行うときに重要な要

素であるので，これらに関する質問も設定した．従来

の電子掲示板を使用する場合との違いについては，従

来電子掲示板と最も異なる点である連句作成時の支援

機能に関する質問を設定した．これら CREWの特徴

的機能に関する質問は CREW利用者に対してのみ設

定した．またそれと対応する連句作成に関する質問を

電子掲示板利用者に対してのみ設定した．CREWの

支援機能が有効かどうかについトはアンケートでは主

観的印象が得られるにすぎず，電子掲示板との直接比

較はできないが，参考にはなると考えた．

各質問に対する回答は，まったくそう思わない，そ

う思わない，どちらともいえない，そう思う，まった

くそう思う，の 5つからの選択式で，これをそれぞれ

1点から 5点の得点に置き換えて平均得点を算出した．

両者で共通の質問項目の結果については分散を等し

くないと仮定して t検定（両側検定）を行った．これ

について CREWは電子掲示板と同程度か高い評価を

得た．歌仙一覧の見やすさのほか，面識のない他者と

の連句可能性が高く評価されたことは，句だけでなく

付加情報が CREWによって提供されていることによ

ると思われる．連句作成に関する質問項目についても

CREWは全体に高い評価を得た．ただ例句はあまり

評価されなかったが，俳諧七部集中の句であるので格

式が高く参考にするには難解すぎたのではないかと考

えられる．季節アドバイス提供の評価が特に高かった．

5.3 連 句 調 査

CREWによる句作成支援の効果・影響を見るため
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表 4 季節適合率
Table 4 Season conformity.

表 5 CREWによる連句の例
Table 5 Example of Renku by CREW.

に，実験で詠まれた連句を調べた．システムが支援し

ている季節に関する式目に句がどの程度適合している

かを調べた結果を表 4 に示す．発句は季節の制約が

ないため除外してある．連句未経験者にとっては簡単

な説明をしても適切な季節の季語を詠み込んで句を付

けることが容易ではないことと，CREWによりその

場で詠み込む季節や季語などの支援を受けることがで

きる環境では季節に適合した句を詠むのが容易になっ

ていることが分かる．なお，自由利用であったためか

利用期間が短かったためか，詠まれた句数は少なかっ

た．また CREW利用者がすべての支援機能を利用し

ているとは限らない．

次に，CREWを利用して詠まれた連句の一部を表 5

に示した．季節適合はシステムの式目ファイルに基づ

いた結果であるが，この例では人手による 17季レベ

ルの判定結果も同様である．2番目の句は前句が季移

り直後の夏でもう 1句夏の句を詠むべきところを秋の

句を詠んだため季節不適合と正しく判定されている．

4.4節で述べたように CREWの季節アドバイス提供

クラスは 17季による厳密な判定ではなく，式目ファ

イルにより 5季レベルで同じ季節を詠むと適合と判定

するが，句作成支援の機能が活用されて季節が正しく

詠まれていることが分かる．電子掲示板を利用して詠

まれた連句の一部についても同様に表 6に示した．こ

ちらでは季節不適合の句も季節感を出すように季語を

詠み込んでいるが，うまくつながっておらずあまり季

節が正しく詠まれていないことが見てとれる．

6. む す び

今後ますます発展するであろうネットワーク社会に

おいて，その特質を活かしたエンタテイメントの 1つ

としてネットワーク上での連句に着目し，ウェブ上で

表 6 電子掲示板による連句の例
Table 6 Example of Renku by BBS.

連句を楽しめるウェブ連句環境 CREWを提案・開発

した．実験的な利用に基づいた評価から，CREWに

より容易に連句を行うことができ，連句の経験のない

者に句の作成支援を有効に行えることが分かった．

このシステムを基礎として，コラボレーションとし

ての連句の作成支援，またコミュニティとしての連句

サイトの活性化支援，形成支援を研究することは今後

の課題である．本システムに専用掲示板を設置し，さ

らに多くの歌仙を並列させる形で試験的に稼動させた

ところ，歌仙間での参加者の相互乗り入れが発生した

り，また，外部公開で稼動させると自発的にモバイル

端末から実況的な生々しい句が入力されたりと，いく

つかの興味深い現象が観察されている．

連句は奥の深い文芸でありまた複数人の関わり合い

が生む娯楽である．幅広い層が連句を楽しむことがで

きるので，ネットワーク社会環境を豊かにする 1つの

要素となりうるのではないだろうか．
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